
　

集
会
全
体
を
通
し
て
、
新
病
院

建
設
の
成
功
に
む
け
て
好
ス
タ
ー

ト
を
き
っ
た
２
０
１
２
年
度
を
振

り
返
り
、「
各
々
の
取
り
組
み
が

聞
け
て
勉
強
に
な
っ
た
」「
今
後

の
活
動
に
活
か
し
た
い
」「
有
意

義
な
時
間
が
持
て
た
」
な
ど
の
声

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
「
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
む
け
て
、
活
動
交
流
を
深

め
た
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
活
動
報
告
で
は
、
片

品
支
部
の
大
竹
敏
彦
理
事
が
福
島

の
子
ど
も
た
ち
に
放
射
能
の
ス
ト

レ
ス
か
ら
離
れ
の
び
の
び
過
ご
し

て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
「
福
島

の
親
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
企
画
」。

同
支
部
の
桑
原
藤
太
郎
支
部
長
か

ら
は
、
南
相
馬
市
へ
の
支
部
研
修

旅
行
で
目
の
当
た
り
に
し
た
、
い

ま
だ
復
興
し
て
い
な
い
状
況
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
利
根
中
央
病

院
の
安
藤
哲
副
院
長
が
「
が
ん
の

現
状
と
早
期
発
見
」
に
つ
い
て
講

演
。
が
ん
に
対
し
て
人
間
ド
ッ
ク

が
有
効
な
こ
と
、
ま
た
そ
の
上
手

な
受
け
方
な
ど
、
検
診
の
大
切
さ

を
再
確
認
で
き
る
講
演
に
参
加
者

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
、「
健
康
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
」「
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

原
田
富
夫
専
務
か
ら
の
「
利
根

保
健
生
協
の
事
業
と
運
営
」、
組

合
員
の
活
動
報
告
を
受
け
、
午
後

は
分
散
会
が
７
会
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
の
事
業
へ
の
質
問
、

支
部
の
活
動
紹
介
や
普
段
取
り
組

ん
で
の
悩
み
な
ど
が
出
さ
れ
、
活

発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
生
協
活
動
の
基
本
は
班
会
。

近
所
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
良
い
機
会
に
な
る
」「
若
い

人
も
活
動
に
参
加
を
。
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
、
つ
な
が
り
が
課

題
」
な
ど
の
話
題
に
共
感
の
声
が

ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

　

沼
田
西
支
部
の
小

池
よ
し
子
支
部
長
か

ら
は
「
生
協
の
情
報

を
一
人
で
も
多
く
の

人
に
」
と
取
り
組
ん

だ
「
利
根
の
保
健
」

配
布
者
探
し
、
新
治

支
部
の
林
和
枝
支
部

長
か
ら
は
、
組
合
員

の
顔
が
見
え
る
支
部

活
動
へ
の
転
換
を
め

ざ
し
た
支
部
分
割
の

取
り
組
み
。
綿
貫
藤

江
理
事
か
ら
は
健
康

フ
ァ
イ
ル
の
す
す

め
、
久
枝
允
理
事
か

ら
は
人
材
確
保
委
員

会
、
加
藤
眞
喜
理
事

か
ら
は
介
護
事
業
委

員
会
の
取
り
組
み

と
、
多
彩
で
生
協
ら

し
い
７
演
題
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
よ
り
長
坂
先
生
が
診
療

所
の
体
制
に
加
わ
り
ま
す
。

　

長
坂
先
生
の
診
察
日
（
月
・

木
）
と
都
築
先
生
の
診
察
日

（
火
）
は
診
療
に
予
約
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
受
診
さ
れ
る
場

合
は
、
予
約
の
お
電
話
を
一
度

入
れ
て
か
ら
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
対
応
で
き
な
い
検
査

な
ど
は
病
院
で
の
対
応
と
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

通
院
が
困
難
な
患
者
様
に
は
、

定
期
訪
問
診
療
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
診
療
所
と
在
宅
を
結
び
つ
け

た
か
か
り
や
す
さ
を
追
求
し
て
い

き
ま
す
。

る「
積
立
増
資
」に
も
多
く
の
方

の
協
力
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
結

果
、
出
資
金
ふ
や
し
の
と
り
く

み
で
、
１
月
25
日
に
年
度
目
標

の
１
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

加
入
１
千
人
を
達
成

　

組
合
員
加
入
の
と
り
く
み
に

つ
い
て
も
、
個
人
加
入
の
推
進

や
各
事
業
所
で
の
「
組
合
員
利

用
１
０
０
％
デ
ー
」
の
実
施
、

通
院
支
援
利
用
で
の
加
入
に
よ

り
、
年
度
目
標
の
１
千
人
を
２

月
５
日
に
突
破
し
、
多
く
の
方

の
ご
協
力
に
よ
り
両
目
標
を
達

成
し
ま
し
た
。

協
同
の“
わ
”を
い
っ
そ
う

　

班
会
開
催
で
は
、
班
会
メ
ニ

ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
、

新
た
に
13
テ
ー
マ
が
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
追
加
さ
れ
ま
し
た
が
、

活
用
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
目
標
の
１
千
回
到
達
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
支

部
を
単
位
に
班
を
基
礎
に
」
し

た
生
協
活
動
に
班
会
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
地
域
で
の
対
話
を
広

げ
、「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
、
協
同
の
“
わ
”
を
い
っ
そ

う
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
。「
新
病
院
建
設
地
」
の
利

南
支
部
役
員
と
理
事
・
職
員
の

全
世
帯
訪
問
で
１
１
５
２
人
と

の
対
話
を
契
機
に
、
例
年
通
り

の
各
支
部
組
合
員
と
職
員
と
の

協
同
し
た
地
域
訪
問
も
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

目
標
１
億
円
を
突
破

　

今
年
度
の
強
化
月
間
か
ら
と

り
く
み
の
は
じ
ま
っ
た
新
病
院

建
設
用
地
代
を
出
資
金
で
ま
か

な
う
「
一
坪
増
資
運
動
」
や
金

融
機
関
（
利
根
郡
信
用
金
庫
、

利
根
沼
田
農
協
、
群
馬
銀
行
）

の
自
動
振
替
口
座
を
利
用
し

て
、
毎
月
一
定
額
を
積
み
立
て

　

２
０
１
２
年
度
は
、

総
代
会
と
臨
時
総
代
会

に
向
け
た
支
部
総
会
開

催
な
ど
支
部
を
単
位
に

し
た
組
合
員
さ
ん
と
の

対
話
が
す
す
み
、
新
病

院
建
設
・
五
カ
年
計
画

が
確
定
し
ま
し
た
。

　
「
生
協
強
化
月
間
」

で
は
初
め
て
の
試
み
、

地
域
の
５
カ
所
で
一
斉

ス
タ
ー
ト
集
会
を
開
催

し
、
組
合
員
・
職
員
が

と
り
く
み
を
意
思
統

　

３
月
24
日（
日
）、「
ゆ
た
か
な
生
協
活
動
を
交
流
し
、
夢
を
か
た
ち
に
心
を
ひ

と
つ
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
36
回
保
健
組
織
活
動
交
流
集
会
が
川
場
村
文
化
会
館

で
開
か
れ
、
１
８
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
「
か
わ
ば
春
駒
チ
ェ
リ
ー
ズ
」
に
よ
る
元
気
な
「
だ
ん
べ
え
踊
り
」

「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
で
開
会
。
来
賓
の
関
清
川
場
村
長
か
ら
激
励
の
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。

工
会
社
が
あ
っ
た
。「
い
け
な
い

よ
！
」
と
注
意
さ
れ
な
が
ら
も
、

材
木
置
き
場
が
幼
い
頃
の
遊
び
場

で
あ
っ
た
し
、「
木
端
（
こ
っ
ぱ
）」

や
「
か
ん
な
く
ず
」
が
遊
び
道
具

で
あ
っ
た
。
電
動
ノ
コ
の
木
を
削

る
音
と
、
と
び
ち
る
木
屑
の
風
景

が
私
の
原
風
景
で
あ
り
、
何
よ
り
、

木
の
香
り
に
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を

感
じ
る
▼
い
つ
し
か
、
沼
田
の
町

か
ら
は
木
の
香
り
が
消
え
て
い
っ

た
。
80
％
あ
っ
た
国
内
の
木
材
需

給
率
も
、平
成
23
年
に
は
26
・
6
％

に
下
が
っ
て
い
る
。
平
成
21
年
に

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
が

策
定
さ
れ
、
10
年
後
の
自
給
率
を

50
％
に
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。

そ
の
具
体
化
の
一
つ
に
、
木
材
の

良
さ
を
理
解
し
木
材
製
品
の
需
要

拡
大
に
つ
な
げ
る
「
木
づ
か
い
運

動
」
が
あ
る
▼
み
な
か
み
町
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
２
月
に
公
募
さ

れ
、
既
存
の
建
物
を
改
修
す
る
プ

ラ
ン
で
申
請
を
し
た
。
建
物
は

「
ヒ
バ
材
」（
あ
す
な
ろ
）
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
て
い
て
、
建
築
後
22
年

を
経
た
今
も
、
芳
醇
な
香
り
を
発

し
て
い
た
。
結
果
は
４
月
に
出
る

予
定
だ
が
、
木
の
香
あ
ふ
れ
る
介

護
施
設
の
実
現
を
切
に
願
っ
て
い

る
。
ま
た
、
新
病
院
移
転
後
の
跡

地
に
も
、
高
齢
の
方
や
障
害
を
抱

え
る
方
が
利
用
で
き
る
介
護
施
設

の
建
設
を
検
討
し
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
建
物
内
外
に
、
木
材
の
良

さ
を
活
か
し
た
工
夫
を
し
て
い
け

た
ら
と
考
え
て
い
る
▼
森
林
が
多

い
利
根
沼
田
の
特
徴
を
活
か
し
、

「
木
の
香
漂
う
」「
緑
あ
ふ
れ
る
」

ま
ち
づ
く
り
を
組
合
員
の
皆
さ
ん

と
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
。（
智
）

　

昔
、
沼
田
は
木
材
の

町
だ
っ
た
。
あ
ち
こ
ち

に
材
木
置
き
場
が
あ

り
、
製
材
や
木
材
の
加

一人は万人のために 万人は一人のために

今が旬のタケノコは食物繊維が豊富。便秘の予防に役立ちます。

（１） 第523号2013年４月１日（毎月1回1日発行）

「
笑
い
ヨ
ガ
」
で
元
気
に
閉
会

ゆ
た
か
な
生
協
活
動
を
交
流

第36回 保健組織活動交流集会多
彩
な
７
演
題
を

共
感
の
声
ひ
ろ
が
る

検
診
の
大
切
さ再

確
認

共 
有

867人から
1,694坪（6,776万円）

一坪増資運動
（2013年３月25日現在）
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☎（58）3910

事業所

利根保健生協　2013 年２月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・27,138 人
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加入・増資 2012年度目標達成！

と
ね
診
療
所 

医
師
体
制
変
更

診　療…………午前のみ　
定期訪問診察
　　　　水曜日午後（月 4 回：都築）
　　　　土曜日午前（月 1 回：原田）

曜日

午前

月

長坂

火

都築

水

都築

木

長坂

金

都築

長坂一三先生

オープニングの
「よさこいソーラン」



利 根 の 保 健

利尿作用のあるタケノコはむくみの解消にも威力を発揮します。

（２）第523号2013年４月１日（毎月1回1日発行）

〈
沼
田
東
支
部
〉

（
1690
口
以
上
）

大
島　

昭
治

（
810
口
以
上
）

生
方　

輝
房

（
110
口
以
上
）

鴻
田　

武
夫

（
40
口
以
上
）

金
井　

章
二

〈
沼
田
中
支
部
〉

（
120
口
以
上
）

阿
部　

君
子

（
100
口
以
上
）

松
野
多
恵
子

〈
沼
田
西
支
部
〉

（
40
口
以
上
）

山
田　

幸
子

〈
沼
田
南
支
部
〉

（
430
口
以
上
）

中
島　

佑
介

（
180
口
以
上
）

登
坂　

一
恵

〈
沼
田
北
支
部
〉

（
270
口
以
上
）

〈
沼
田
東
支
部
〉

大
木　

林
次

〈
沼
田
中
支
部
〉

秋
永　

剛
幸

〈
沼
田
西
支
部
〉

青
木　

洸
陽

ジ
ェ
ー
ム
ズ
美
樹

櫻
澤　

和
枝

林　
　

裕
司

〈
利
南
支
部
〉

鶴
見　

周
史

〈
池
田
支
部
〉

生
方　

利
子

〈
薄
根
支
部
〉

星
野
く
み
子

佐
藤　

春
夫

河
合　

克
和

〈
川
田
支
部
〉

菅
沼　

千
代

飯
塚　

澄
枝

今
井　

久
代

〈
白
沢
支
部
〉

志
村　

匡
庸

〈
利
根
北
支
部
〉

井
上
さ
だ
子

井
上　

嘉
輝

井
上　

幸
子

〈
片
品
支
部
〉

中
畑
伊
佐
央

〈
川
場
支
部
〉

門
脇　
　

忍

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

高
橋　

裕
子

〈
水
上
支
部
〉

須
藤
み
や
子

〈
新
治
支
部
〉

笛
木
ヤ
ス
ミ

林　

須
已
子

佐
藤
八
洲
栄

〈
昭
和
東
支
部
〉

藤
井　

隆
子

林　
　

文
代

玉
谷　

一
行

藤
井
キ
ヨ
子

竹
吉
か
づ
子

〈
昭
和
南
支
部
〉

眞
下　
　

博

〈
高
山
支
部
〉

中
沢　

八
郎

佐
藤　

す
み

佐
藤　

進
二

bbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbb

坂
西　

清
二

（
140
口
以
上
）

田
村　

知
子

（
80
口
以
上
）

高
橋　
　

進

（
70
口
以
上
）

斉
木　
　

明

（
10
口
以
上
）

金
子　

藤
和

小
林
八
重
子

〈
利
南
支
部
〉

（
1000
口
以
上
）

増
田　

安
男

〈
池
田
支
部
〉

（
560
口
以
上
）

高
山　

せ
ん

（
250
口
以
上
）

金
子　

千
春

（
130
口
以
上
）

高
山　

善
市

（
30
口
以
上
）

山
田　

三
勇

〈
川
田
支
部
〉

（
550
口
以
上
）

生
方　

忠
一

（
200
口
以
上
）

大
竹　

克
宣

〈
白
沢
支
部
〉

（
230
口
以
上
）

田
村
甲
子
郎

（
120
口
以
上
）

高
瀬　
　

勝

〈
利
根
北
支
部
〉

（
1790
口
以
上
）

小
林　

喜
市

（
1070
口
以
上
）

加
藤　

真
喜

（
420
口
以
上
）

井
上
健
太
郎

（
110
口
以
上
）

髙
井　

辰
三

（
100
口
以
上
）

中
村　

君
子

星
野　

重
雄

（
30
口
以
上
）

高
橋
美
佐
子

（
20
口
以
上
）

小
林　

千
種

中
村　

正
廣

〈
片
品
支
部
〉

（
380
口
以
上
）

萩
原　

日
郎

（
260
口
以
上
）

星
野　

雅
史

（
10
口
以
上
）

大
竹　

英
子

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

（
100
口
以
上
）

荒
木　

茂
夫

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

（
1370
口
以
上
）

丸
山　
　

功

（
200
口
以
上
）

富
岡　

司
朗

（
170
口
以
上
）

高
橋　

光
興

（
150
口
以
上
）

阿
部　
　

茂

（
120
口
以
上
）

高
橋　

芳
夫

（
110
口
以
上
）

深
津
浪
之
助

よ
う

　 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
２
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
六
四
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
２
月
の
増
資
は
七
五
三
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、
紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た

　

七
六
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。　
　
（
敬
称
略
）

２
月
分

増
資
者
一
覧

▼
一
万
円
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

２
月
の

新
加
入
者

　

新
病
院
建
設
委
員
会
に
私
た
ち

非
常
勤
理
事
6
人
が
入
り
、
ほ
ぼ

毎
月
の
委
員
会
は
建
設
用
地
探
し

か
ら
始
ま
り
、
設
計
事
務
所
選

定
、
基
本
設
計
、
建
築
総
工
費
と

全
く
経
験
の
な
い
内
容
ば
か
り
。

　

み
ん
な
の
「
夢
を
か
た
ち
に
」

す
る
事
は
、
生
や
さ
し
い
事
で
は

な
い
が
、
で
も
み
ん
な
の
協
同
ほ
ど

心
強
い
も
の
は
な
い
と
私
は
思
う
。

　

創
立
当
時
の
先
人
た
ち
は
、
形

の
な
い
所
か
ら
院
所
を
作
り
、
今

日
ま
で
利
根
の
土
台
を
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
。
先
人
の
ご
苦
労
を
思

う
時
、
な
い
力
が
湧
い
て
く
る
気

が
す
る
。

　

昨
年
秋
、
新
病
院
建
設
予
定
地

の
利
南
支
部
全
戸
訪
問
に
は
4
回

参
加
し
た
。
職
員
さ
ん
と
一
軒
一

軒
加
入
の
よ
び
か
け
と
、
増
資
に

も
協
力
い
た
だ
き
新
病
院
へ
の
願

い
と
病
院
運
営
へ
の
要
望
も
出
さ

れ
、
期
待
の
重
さ
を
実
感
し
た
。

　

新
病
院
建
設
を
控
え
、
組
合
員

さ
ん
や
職
員
さ
ん
の
思
い
が
盛
り

上
が
り
、
多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら

増
資
し
て
い
た
だ
き
、
近
年
に
な

い
年
度
目
標
達
成
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
気
持
ち
を
次
年
度

に
む
け
て
、
皆
さ
ん
の
病
院
建
設

に
大
き
な
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

協
同
ほ
ど
心
強
い
も
の
は
な
い

理
　
事
　
　
阿
　
部
　
由
　
子

新
病
院
建
設
へ
の
お
も
い
④

さよなら原発アクション

　

３
月
７
・
８
日
、
利
根

中
央
病
院
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
（
医
師
以
外
の
医

療
技
術
者
）
体
験
が
開
催

さ
れ
、
近
隣
の
高
校
８
校

か
ら
45
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
医
療
技
術
系

に
分
か
れ
体
験
し
ま
し
た
。

　

看
護
で
は
、
血
圧
測

定
・
足
浴
・
洗
髪
な
ど
を

体
験
し
、「
生
後
２
日
目

の
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
に

感
激
」「
未
熟
児
を
見
て

生
命
の
尊
さ
を
実
感
し

た
」「
患
者
さ
ん
の
笑
顔

で
あ
り
が
と
う
に
感
動
と

励
ま
し
を
も
ら
っ
た
」

　

薬
剤
師
の
現
場
で
は
、

薬
の
調
合
や
分
包
、
特
殊

な
装
置
な
ど
普
段
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
所

を
見
学
。
検
査
で
は
、
業

務
の
幅
が
広
い
こ
と
に
驚

き
、
心
臓
の
動
き
を
み
る

心
エ
コ
ー
や
病
理
解
剖
の

臓
器
に
触
れ
る
な
ど
貴
重

な
体
験
を
し
ま
し
た
。
リ

ハ
ビ
リ
で
は
、「
患
者
さ

ん
と
の
距
離
が
近
く
と
て

も
雰
囲
気
が
よ
か
っ
た
」

「
ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
が
ス

テ
キ
だ
っ
た
」
放
射
線
で

は
、「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
な

ど
の
断
面
を
み
て
技
術
の

高
さ
を
感
じ
た
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

様
々
な
体
験
を
通
し
て

充
実
し
た
一
日
と
な
り
、

夢
に
一
歩
ち
か
づ
き
、
将

来
一
緒
に
働
け
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震

災
か
ら
２
年
、

全
国
で
「
さ
よ

な
ら
原
発
ア
ク

シ
ョ
ン
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
10
日
の

高
崎
城
址
公
園

で
は
「
力
あ
わ

せ
る
２
０
０

万
群
馬
」（
主

催
・
同
実
行
委

員
会
）
に
、
利

根
沼
田
か
ら
バ

ス
そ
の
他
で
50

を
守
る
会
」
の
奈
良
さ
ん
は
、
子

供
の
健
康
検
査
の
助
成
を
求
め
る

陳
情
な
ど
を
報
告
し
、
こ
れ
か
ら

も
運
動
を
強
め
て
い
き
た
い
と
話

し
ま
し
た
。

　

各
種
団
体
・
個
人
の
リ
レ
ー
ト

ー
ク
で
は
、「
生
活
被
害
・
子
供

の
未
来
」
な
ど
の
訴
え
に
、
会
場

が
思
い
を
ひ
と
つ
に
し
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
悪
天
候
を
吹
き
飛
ば

す
元
気
な
声
で
「
原
発
な
く
せ
」

「
放
射
能
い
ら
な
い
」
と
市
中
心

部
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

（
100
口
以
上
）

内
海　

秀
男

（
80
口
以
上
）

内
海　

敏
久

（
60
口
以
上
）

高
橋　

功
二

（
50
口
以
上
）

高
橋　

英
俊

（
40
口
以
上
）

高
橋
村
吉
郎

（
30
口
以
上
）

内
海　

章
喜

茂
木　

晴
雄

（
20
口
以
上
）

茂
木　

好
文

内
海
富
志
夫

深
津　

幸
雄

平
形　

知
良

渡
邉　

俊
夫

（
10
口
以
上
）

深
津　

米
作

〈
水
上
支
部
〉

（
550
口
以
上
）

月
岡　
　

章

（
70
口
以
上
）

生
方　
　

佶

（
60
口
以
上
）

小
野　
　

登

（
50
口
以
上
）

田
渕
麻
知
子

（
40
口
以
上
）

阿
部　
　

弘

（
30
口
以
上
）

並
木　

安
政

（
20
口
以
上
）

中
島　

敏
夫

立
岡　

正
子

〈
新
治
支
部
〉

（
1020
口
以
上
）

大
坪
富
美
子

（
130
口
以
上
）

福
島　
　

光

（
110
口
以
上
）

堤　

き
よ
子

（
60
口
以
上
）

原　
　

さ
く

中
村　
　

武

（
50
口
以
上
）

木
内　

百
江

（
20
口
以
上
）

笛
木　
　

進

（
10
口
以
上
）

田
村　

文
子

〈
昭
和
東
支
部
〉

（
20
口
以
上
）

和
南
城
時
子

〈
高
山
支
部
〉

（
50
口
以
上
）

星
野　

良
一

（
20
口
以
上
）

稲
川　

公
子

〈
子
持
村
〉

（
200
口
以
上
）

片
野　
　

宏

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

日時：4 月 7 日（日）14 時～ 16 時
（13 時 30 分開場）

会場：沼田市保健福祉センター 4 階（大ホール）

講師：定　真理子 先生
　　　 （新宿溝口クリニック　チーフカウンセラー）

＊入場無料・予約不要　

日時：5月3日（金）13時～15時30分
場所：群馬音楽センター
講演：99％の最終戦争
　　　　～貧困大国アメリカからの警告～
講師：堤　未果 氏 （ジャーナリスト）

　※参加申し込み先　利根保健生協　組織部
　　　　　　　　　　　　　　（☎２２−２３００）

「うつ病」と「食生活」との関係は？
あおぞら会主催 こころの講演会

第29回 憲法記念日集会

第 28 回囲碁大会

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

「気を抜いていたら・・・」　　優勝の北爪君

う
」
と
控
え
め
な
が
ら
も
感
無
量

の
コ
メ
ン
ト
。

◆
各
ク
ラ
ス
の
成
績

　

Ｓ
Ａ
ク
ラ
ス
（
13
人
）

優
勝　

北
爪　

裕
幸
（
沼
田
中
）

二
位　

宮
沢　
　

等
（
沼
田
北
）

三
位　

佐
藤　

禎
通
（
沼
田
西
）

　

Ａ
ク
ラ
ス
（
14
人
）

優
勝　

左
部
己
市
郎
（
池
田
）

二
位　

河
合　
　

毅
（
新
治
）

三
位　

梅
沢　

銀
一
（
沼
田
東
）

　

Ｂ
ク
ラ
ス
（
13
人
）

優
勝　

角
田　

勝
義
（
沼
田
東
）

二
位　

能
登
藤
一
郎
（
池
田
）

三
位　

大
河
原
好
一
（
池
田
）

　

Ｃ
ク
ラ
ス
（
８
人
）

優
勝　

小
野
和
一
郎
（
水
上
）

二
位　

遠
藤　

一
郎
（
沼
田
東
）

三
位　

木
村　

畯
一
（
池
田
）

45人がメディカルスタッフ体験

い
の
ち
の
尊
さ
実
感

利
根
中
央
病
院

　

利
根
保
健
生
協
主
催
第
二
十
八

回
囲
碁
大
会
が
三
月
十
日
、
老
健

と
ね
で
開
催
。
十
代
か
ら
九
十
代

ま
で
の
四
十
八
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

地
域
の
巧
者
が
ひ
し
め
く
Ｓ
Ａ

ク
ラ
ス
で
優
勝
を
果
た
し
た
高
崎

高
校
の
北
爪
裕
幸
さ
ん
（
市
内
東

倉
内
町
）
は
、「
優
勝
で
き
て
嬉

し
い
。
皆
さ
ん
強
い
の
で
、
気
を

抜
い
て
い
た
ら
負
け
て
い
た
と
思

人
を
超
え
、
全
県
で
は
約
１
０
０

０
人
が
集
い
ま
し
た
。

　

自
ら
プ
ラ
カ
ー
ド
を
作
成
し
て

の
ぞ
ん
だ
方
、「
行
進
は
む
り
で

も
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
言

う
ご
夫
婦
、
子
供
づ
れ
の
親
子
2

組
な
ど
が
参
加
。

　

春
の
嵐
の
中
、
福
島
か
ら
自
主

避
難
の
丹
治
杉
江
さ
ん
は
、
2
年

経
つ
今
で
も
復
興
の
兆
し
が
見
ら

れ
な
い
現
状
や
辛
い
心
境
を
力
強

く
訴
え
ま
し
た
。

　
「
利
根
沼
田
放
射
能
か
ら
子
供

◦と　き…５月９日（木）
　　　　　　開会　９時～
◦ところ…みなかみ町総合運動場

（ホッケー場）
◦参加費…３００円
＊各自、弁当・飲み物・油性ボー
　ルペンを持参

申し込み〆切日…… 4月18日

◆お問い合わせ◆
　各支部の実行委員・生協組織部
　　　☎２２−２３００まで

主催：利根保健生活協同組合

「
原
発
な
く
せ
」お
も
い
を
ひ
と
つ
に

春
の
嵐
の
中

新病院建設着工記念
第５回グランドゴルフ大会



一人は万人のために 万人は一人のために

タケノコのあく抜きには米ぬかを使うと効果的です。

（３） 第523号2013年４月１日（毎月1回1日発行）

２月班会開催一覧

臥
す
妻
に
花
見
の
話
た
め
ら
わ
れ

梅
咲
い
て
風
穏
や
か
に
香
を
運
ぶ

春
を
病
む
妻

諍
い
し
日
の
哀
し

盆

梅

に

命

託

し
て

育
て
お

り

安

眠

が
出

来
て

喜

び
山

笑

う

玄

関
に
盆

梅
か
ざ
り
友
を
待
つ

縄
文
の
香
ほ
り
高
き
や
矢
瀬
の
花

露
天
温

ゆ

泉
に
写
し
て
揺
れ
る
こ
ぶ
し
か
な

も
の
の
芽
に
害
す
る
想
い
は
果
て
し
な
く

沼
田
市
上
久
屋
町　

坂
田　

保
男

沼
田
市
上
発
知
町　

峰
川　

信
子

沼
田
市
上
発
知
町　

桑
原　

昭
一

川
場
村
生
品　

千
木
良
英
子

川
場
村
立
岩　

井
上　

信
子

川
場
村
立
岩　

中
沢
し
げ
る

み
な
か
み
町
師　

増
田　

耕
寿

昭
和
村
貝
野
瀬　

横
坂　

庄
三

昭
和
村
糸
井　

須
藤　

澄
子

ジ
ョ
ー
ク
だ
と
言
っ
て
本
音
が
零
こ
ぼ

れ
出
す

国た

民み

を
棄
て
入
っ
て
い
く
ぞ
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ

子
を
か
ば
う
背
中
を
襲
う
消
費
税

沼
田
市
薄
根
町　

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

み
な
か
み
町
相
俣　

三
国
路
青
猿

高
山
村
中
山　

木
村　

浅
城

春
彼
岸
母
の
手
を
執
り
亡
き
父
の
墓
に
詣
づ
る
梅
香
る
日
に

　帰
り
来
し
ひ
と
日
閉
ざ
せ
し
部
屋
内
に
君
子
蘭
の
甘
き
香

り
動
く

い
つ
の
日
か
黄
に
満
開
の
裸
木
に
春
の
訪
れ
山さ
ん

茱し
ゅ

萸ゆ

の
花

　献
体
の
友
の
話
を
聴
き
し
は
耳
に
と
ど
ま
り
て
夜
半
に
目

覚
め
り

死
に
ゆ
く
も
残
さ
る
る
人
の
世
の
常
と
知
り
つ
つ
な
ほ
も

夫
の
恋
し
き

日
脚
伸
び
生
き
生
き
サ
ロ
ン
の
高
齢
者
和
気
漂
ひ
て
学
び

楽
し
む

石
臼
で
米
粉
作
り
て
亡
き
姑
と
初
午
団
子
丸
め
し
日
の
有
り

　戒
名
に
齋
号
賜
る
師
を
思
ふ
読
み
書
き
算
盤
い
づ
れ
も
秀
づ

　八
十
路
半
ば
炭
焼
く
と
夫
は
明
け
や
ら
ぬ
朝
起
き
出
で
て

裏
山
に
ゆ
く

子
持
嶺
の
む
か
う
は
明
日
も
晴
れ
る
と
聞
く
夕
暮
る
る
空

は
む
ら
さ
き

冬
に
耐
へ
土
も
ち
上
げ
る
球
根
に
ま
た
会
ひ
た
る
と
い
と

し
さ
あ
ふ
る

幼
き
日
六
人
姉
妹
の
雛
祭
り
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
飾
り
立
て

け
り

三
月
に
入
れ
ど
も
寒
く
霧
立
ち
て
峡
の
わ
が
町
春
を
待
ち

わ
ぶ

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
春
が
来
た
よ
と
絵
手
紙
に
満
開
の
梅
香
り

持
ち
来
る
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み
な
か
み
町
下
津	

原　

沢　

貞　

子

　
み
な
か
み
町
湯
原	

渡　

辺　

共　

代

　
昭
和
村
森
下	

倉　

沢　

さ
な
へ

班会あれこれ
おらがまちの

入れ歯のはなし／サリバスターチェック
あいうべ体操で脳に刺激を伝達しました。

池田支部　中発知合同班

セラバンド体操
体の筋肉を伸す体操し、転倒予防について学びました。

片品支部　菅沼班

レインボー体操／介護施設について
往診の依頼方法や通院支援など話題となり
申し込み希望もあり。　　　　　　　　　

昭和東支部　追分合同班

＜絵手紙教室＞

＜ヨガ教室＞

新年会〈健
けん

口
こう

体操〉

片品支部

片品診療所利用委員会

みなかみ歯科虹ホールで
絵手紙やヨガ教室

昨年に続き2回目の開催。片品支部、診療所の利用委員、
職員も一緒に和気あいあいと交流を深めました。

支部名 班　　名 班長 ・代表名 人数 班 会 内 容
沼田東 上原町 6-2 村田　定蔵 3 介護保険について

上原町 10-2 桑原　徳枝 3 介護保険について
東原新町 2-3 金子　宣枝 3 アカンベーチェック
東原新町 5-2･3 高橋　道子 3 アカンベーチェック
東原新町 9 染谷はるい 4 アカンベーチェック
東原新町 13-2 雲越　タカ 4 薬のはなし
西原新町 11-1 得能　淑子 4 薬のはなし
材木町 1 小野　のぶ 4 おしっこのはなし
材木町 2 大谷　好子 3 おしっこのはなし
材木町 11-3 小林永久子 4 義歯と歯冠修復の話

沼田西 榛名町 8-2 金子　くら 5 冷え症・脳卒中のはなし
榛名町 8-1 宮内はつえ 4 冷え症・脳卒中のはなし
榛名町 2-2 戸部　大吉 4 冷え症・脳卒中のはなし
薄根町 6-5 片野　敏雄 5 脳の健康度チェック

沼田南 鍛冶町 10 馬場半次郎 4 病院跡地利用について
利　南 上久屋馬場 織田澤澄世 5 コレステロールについて

下久屋原 星野サヨ子 3 骨粗鬆症について
戸鹿野町 1､ 2 星野　早苗 4 セラバンド体操

池　田 中発知町 木内 吉澤　祐一 4 歯の健康について
中発知町 岩本 1 田中　勝行 4 歯の健康について
中発知町 岩本 2 豊永　　勲 4 歯の健康について
中発知町 木村 増田　文勇 4 歯の健康について
中発知町 店 阿部　　守 4 歯の健康について
中発知町 田中 吉沢　由次 4 歯の健康について
中発知町 板屋 中澤　　勉 3 歯の健康について
中発知町 原 桑原ちよ子 3 歯の健康について
中発知町 東西 生方喜久男 3 歯の健康について

川　田 下川田町 宮塚 1 深津　文子 4 認知症のはなし
下川田町 宮塚 3 深津　京子 4 認知症のはなし

白　沢 尾合 上 角田　梅子 7 調理班会
利根北 追貝合同 小林　喜市 17 輪投げ・筋トレ体操

追貝合同 小林　喜市 19 輪投げ
追貝合同 小林　喜市 10 輪投げ・筋トレ・スマイルボーリング
穴原 1･2 中澤　貞祇 12 肝臓疾患のはなし
利根北支部合同 小林　喜市 3 お口から始めるアンチエイジング
高戸谷合同 加藤　眞喜 4 睡眠時無呼吸症候群の話

片　品 菅沼 1 戸丸　長太 3 大腸がんチェック
菅沼 2 星野　　司 3 大腸がんチェック
片品支部合同 1 桑原籐太郎 5 お口から始めるアンチエイジング
片品支部合同 2 笠原　喜八 5 お口から始めるアンチエイジング

川　場 中野合同 片桐とく子 4 ピロリ菌について
月夜野東 後閑 上入 佐藤　　興 4 口の運動

後閑 下入 渋谷　典子 5 口の運動
下牧 原の中 山田八重子 5 放射線のはなし
政所合同 尾崎　雅子 5 心身症とうつの話
真庭合同 真庭　利治 4 心身症とうつの話
真庭合同 中村　秀夫 4 心身症とうつの話
上牧合同 広橋　絹代 4 脳いきいき班会
下牧合同 小林　一義 5 脳いきいき班会
後閑合同 深津ハルイ 5 脳いきいき班会

月夜野西 下津 中村 1-1 深津　一次 4 減塩について
下津 中村 1-2 深津　貞雄 3 減塩について
下津 中村 2-1 高橋　昭五 4 減塩について
下津 中村 2-2 阿部　隆司 3 減塩について
下津 中村 3-3 高橋　元治 4 減塩について

新　治 須川 十二河原 田村　照代 4 脳卒中について
須川 上 廣瀬　せき 5 年間計画の作成
須川 中 山﨑　房子 4 年間計画の作成

昭和東 貝野瀬 田中 3 横坂　栄一 3 新病院建設進捗状況
貝野瀬 根岸 鈴木　伸一 3 新病院建設進捗状況
貝野瀬 田中 3 横坂　栄一 3 足指力チェック
貝野瀬 根岸 鈴木　伸一 3 足指力チェック
糸井 追分合同 星野かね子 13 介後施設のはなし

昭和南 川額 永井上 諸田はま江 5 筋トレ・手芸
川額 入原上 1 板橋きみ江 5 筋トレ・歌
川額 入原中 堤　　栄子 5 筋トレ・歌
川額 入原下 1 高橋　和子 5 筋トレ・歌
川額 入原上 2 青木　みね 4 筋トレ・歌
川額 入原下 2 堤　ツネ子 5 筋トレ・歌

職域・他 福寿草 岡嶋　禎子 10 ラジオ体操・レインボー体操
福寿草 岡嶋　禎子 10 ラジオ体操・レインボー体操
福寿草 岡嶋　禎子 10 ラジオ体操・レインボー体操
福寿草 岡嶋　禎子 7 ラジオ体操・レインボー体操

病棟・他 ふれあいの輪 西畠みどり 13 冷え症について
2階北 大塚　友美 8 生活習慣について

総　計 75回 386人

※ 3種の春野菜を香ばしい照り焼きにしました、
　是非お試しください。

趣味の教室でも、組合員があつまる行
事であれば、何でも利用できますので、
ご相談下さい。

（栄養課　千明　米子）

材料（2 人分）

グリーンアスパラ… 1束
タケノコ水煮…… 200ｇ
スナップエンドウ…100ｇ
小麦粉………大さじ3〜4
黒いりごま………… 適宜

サラダ油……… 大さじ3
　　昆布茶… 小さじ1弱
　　みりん…… 大さじ3
　　酒………… 大さじ2
　　正油……… 大さじ2

アスパラと筍のごま照り焼き
①	タケノコの水煮は、4〜5ｍｍほどの厚さに切る。
　アスパラは硬いところを削いで4cm位に切る。スナッ
プエンドウはスジをとる。
②	鍋に湯を沸かしアスパラとスナップエンドウを一緒に
して1分半〜2分茹でてザルに上げておく。
③	Ⓐの材料を混ぜ合わせる。
④	ビニール袋に小麦粉とタケノコ、アスパラ、スナップ
エンドウを入れて口を閉じて振って粉をまぶす。
⑤	フライパンにサラダ油を熱し、④を加えて強火〜中
火で炒める。あまりお箸で触らないようにして、焼き
色が付いたらひっくり返す。
⑥	野菜のほぼ全体に焼き色が付いたら、③の合わせ調
味料を加えて汁気がなくなるまで炒めて絡める。盛り
付けて黒ごまをふる。

□
作
り
方
□

⎩
⎨
⎧

Ⓐ
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尿
路
結
石
と
い
う
病
気
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？　

腎
臓
、

尿
管
、
膀
胱
に
で
き
る
結
石
を
ま
と
め
て
尿
路
結
石
症
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
大
き
な
尿
路
結
石
の
破
砕
に
は
体
外
衝
撃
波
結
石

破
砕
術
と
い
う
機
械
で
の
治
療
が
主
役
で
、
当
院
で
も
約
千
回

に
及
ぶ
治
療
回
数
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
治
療
の
際
に
痛
み
が
生
じ
る
、
治
療
が
長
期
化
す

る
等
の
欠
点
も
あ
り
ま
し
た
。
近
年
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
克
服

し
た
レ
ー
ザ
ー
照
射
砕
石
装
置
を
用
い
た
手
術
治
療
が
普
及

し
、
当
院
で
も
こ
の
春
か
ら
導
入
さ
れ
ま
す
。

利根中央病院
泌尿器科部長

田 村 芳 美

　

臨
時
総
代
会
で
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
必
要
性
を
訴
え
た
太
田

さ
ん
。
し
か
し
、
建
設
の
た
め
に

は
組
合
員
の
理
解
の
下
で
の
運
動

が
不
可
欠
。
班
会
や
「
利
根
の
保

健
」
配
布
等
の
地
道
な
活
動
が
生

協
へ
の
理
解
、
ひ
い
て
は
運
動
へ

と
繋
が
っ
て
い
く
と
の
考
え
か

ら
、
地
域
や
組
合
員
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
健
康
づ
く
り
に
結
び
付

く
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
四
月
よ
り
、
み
な
か
み
歯

科
虹
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、「
手
芸

く
ら
ぶ
遊
布
（
ゆ
う
ふ
）」
を
開

催
し
ま
す
。

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
は
も
ち
ろ
ん
、

和
布
人
形
や
実
用
小
物
、
希
望
が

あ
れ
ば
裂
き
織
り
も
作
れ
る
そ
う

で
す
。
楽
し
い
講
座
に
し
た
い
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

み
な
か
み
町
須
川　

太
田 

ヒ
サ
子 

さ
ん

「
地
道
な
活
動
を

　
　
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
」

タケノコのあく抜きはしっかりと。あくの主成分であるシュウ酸の取りすぎは尿路結石の原因となります。

図
２  

今
春
導
入
予
定
の
レ
ー
ザ
ー
照
射
砕
石
装
置
を
用
い
た

　
　

  

Ｔ
Ｕ
Ｌ(

経
尿
道
的
尿
管
結
石
破
砕
術
機)

図
１ 

レ
ー
ザ
ー
で
結
石
を
破
砕

み
な
か
み
町
相
俣

林 

優ゆ
な
た心
太
く
ん
（
一
歳
七
ヶ
月
）

掲載希望の方は ①お子様氏名 ②年齢 ③住所 ④コメン
ト（13文字以内）⑤連絡先 をご記入の上ご投稿下さい。
写真の返却はできませんが、郵送でも受け付けています。

送り先：(みんなの声・すくすくエンジェル共通)
郵　送：〒378-0053 沼田市東原新町1908−6 
メール：sukusuku-tone@tonehoken.or.jp
利根保健生協『利根の保健』編集委員会
※毎月15日頃締切です

　

あ
な
た
の
声
を
利
根
沼
田
地
域
２
１

０
０
０
世
帯
の
み
ん
な
に
お
届
け
し
ま

す
！ 

身
の
回
り
の
出
来
事
や
気
付
い

た
こ
と
、
地
域
の
話
題
、
生
協
や
事
業

所
へ
の
意
見
や
要
望
、
読
ん
だ
本
の
感

想
、
写
真
な
ど
を
添
え
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
投
稿
は
紙
面
で
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
際
、
本
紙
の
感
想
を
ひ
と
こ
と
、

お
願
い
し
ま
す
。

携帯電話は
こちらから

Ｑ
尿
路
結
石
で
ど
の
よ
う
な
症
状

　

が
起
き
ま
す
か
？

　

場
所
に
よ
っ
て
症
状
の
出
方
が

異
な
り
ま
す
。
尿
管
の
結
石
で
は

腰
、
脇
腹
、
下
腹
部
に
激
烈
な
痛

み
や
血
尿
が
出
ま
す
。
腎
臓
結
石

は
腎
臓
に
結
石
が
で
き
た
段
階
で

は
症
状
が
出
ず
、
尿
管
に
落
ち
た

後
、
症
状
が
出
て
く
る
場
合
が
多

い
よ
う
で
す
。

Ｑ
痛
み
は
急
激
に
起
き
る
も
の
な

　

の
で
し
ょ
う
か
？

　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、
痛
み
発

作
の
起
き
や
す
い
時
間
帯
は
決
ま

っ
て
お
り
、
お
昼
過
ぎ
か
ら
午
後

に
か
け
て
は
ほ
と
ん
ど
起
き
ま
せ

ん
。
夕
方
か
ら
始
ま
っ
て
夜
中
、

さ
ら
に
は
早
朝
に
起
き
や
す
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

石
し
な
い
結
石
の
内
、
80
％
を
レ

ー
ザ
ー
照
射
砕
石
装
置
併
用
の
内

視
鏡
手
術
で
施
行
可
能
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
結
石
に
な
り
や
す
い
人
の
性
別
、

　

年
齢
な
ど
の
特
徴
は
ど
う
で
し

　

ょ
う
か
？

　

男
性
に
多
い
で
す
。
四
〇
代
、

五
〇
代
が
多
い
で
す
が
、
二
〇
代

で
も
ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
結
石
が
で
き
た
経
験
の
あ

る
人
は
、
一
生
の
う
ち
に
50
％
の

確
率
で
再
発
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

大
き
く
な
る
と
自
然
排
石
が
難

し
く
な
り
ま
す
の
で
、
一
度
結
石

の
で
き
た
方
で
、
冒
頭
で
述
べ
た

よ
う
な
症
状
が
出
た
場
合
は
、
早

め
に
診
察
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

Ｑ
結
石
の
予
防
法
に
つ
い
て
は
ど

　

う
で
し
ょ
う
か
？

　

結
石
は
カ
ル
シ
ウ
ム
成
分
か
ら

で
き
て
い
ま
す
の
で
カ
ル
シ
ウ
ム

を
食
べ
る
と
で
き
や
す
い
と
考
え

が
ち
で
す
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で

す
。
む
し
ろ
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く

摂
取
し
た
方
が
予
防
に
は
有
用
で

す
。
尿
路
結
石
の
成
分
を
分
析
す

る
と
約
90
～
95
％
の
患
者
さ
ん
で

シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
と
い
う
物

質
が
検
出
さ
れ
ま
す
。

　

結
石
形
成
の
最
た
る
元
凶
は
実

は
シ
ュ
ウ
酸
で
す
。
シ
ュ
ウ
酸
は

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
や
カ
カ
オ
類
に
多
く

含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
尿
中
に

出
る
と
結
石
の
核
に
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
カ
ル
シ
ウ
ム
を
食
べ

る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ュ
ウ
酸
が
腸

の
中
で
カ
ル
シ
ウ
ム
に
吸
着
さ
れ

便
と
な
っ
て
排
出
さ
れ
ま
す
。
カ

ル
シ
ウ
ム
を
多
く
食
べ
る
こ
と
で

シ
ュ
ウ
酸
の
尿
へ
の
排
出
を
抑
え

ま
し
ょ
う
。

Ｑ
ビ
ー
ル
を
飲
む
と
結
石
予
防
に

　

な
り
ま
す
か
？

　
「
ビ
ー
ル
を
飲
む
と
結
石
が
で

き
な
い
」
と
い
う
の
は
迷
信
で

す
。
ビ
ー
ル
を
は
じ
め
と
し
た
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
を
摂
取
す
る
と
一

時
的
に
尿
量
が
増
え
、
そ
の
後
、

尿
の
色
が
濃
く
な
る
こ
と
を
経
験

す
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
、
尿
が

濃
く
な
る
状
態
が
結
石
形
成
に
は

極
め
て
問
題
と
な
り
ま
す
。
ビ
ー

ル
を
飲
ん
だ
ら
そ
の
ま
ま
床
に
つ

い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
尿
が
濃
く

な
ら
な
い
よ
う
に
水
を
飲
み
、
酔

い
を
醒
ま
し
て
か
ら
寝
る
よ
う
な

習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
結
石
予
防

の
た
め
に
非
常
に
重
要
で
す
。

　

九
割
の
症
例
は
自
然
排
石
さ
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
前
立
腺
肥
大
症
の
薬
が

尿
管
を
拡
張
す
る
作
用
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
、
結
石
の
薬
物
治
療

の
中
心
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

５
㎜
以
下
の
結
石
な
ら
ば
こ
の
薬

で
自
然
排
石
す
る
と
思
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

問
題
は
そ
れ
以
外
の
大
き
な
結

石
で
す
。
当
院
で
は
平
成
十
二
年

に
導
入
し
た
体
外
衝
撃
波
結
石
破

砕
術
に
よ
り
、
約
千
回
に
及
ぶ
治

療
回
数
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
治
療
中
の
痛
み
が
辛

い
、
治
療
が
複
数
回
に
及
び
負
担

が
大
き
い
等
の
問
題
が
生
じ
ま
し

た
。

　

近
年
、
そ
れ
ら
の
欠
点
を
克
服

し
た
治
療
手
段
と
し
て
、
レ
ー
ザ

ー
照
射
砕
石
装
置
を
用
い
た
経
尿

道
的
尿
管
結
石
破
砕
術
（
以
下
Ｔ

Ｕ
Ｌ
）
と
い
う
手
術
治
療
が
普
及

し
て
き
ま
し
た
。
腰
椎
麻
酔
で
行

え
る
の
で
手
術
中
、
内
視
鏡
画
面

を
見
な
が
ら
治
療
状
況
の
説
明
が

可
能
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
手
術
の
前
日
に

入
院
し
翌
々
日
の
退
院
、
三
泊
四

日
の
入
院
期
間
で
す
。

Ｑ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
は
お
腹
を
切
ら
な
く
て

　

済
む
手
術
な
の
で
す
か
？

　

そ
の
通
り
で
す
。
金
属
製
の
内

視
鏡
を
尿
道
か
ら
膀
胱
、
尿
管
へ

と
挿
入
し
ま
す
。
そ
し
て
結
石
を

直
接
観
察
し
て
粉
々
に
砕
き
ま
す
。

当
院
で
も
今
春
か
ら
こ
の
治
療
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
自
然
排
石
し
な
い
結
石
の
内
、

　

Ｔ
Ｕ
Ｌ
で
治
療
で
き
る
結
石
は

　

ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
？

　

一
般
に
、
お
へ
そ
の
高
さ
よ
り

低
い
位
置
に
あ
る
尿
管
結
石
が
治

療
し
や
す
く
、
全
体
の
約
30
％
ほ

ど
で
す
。
そ
れ
よ
り
高
い
位
置
で

す
と
、
胃
カ
メ
ラ
の
よ
う
に
曲
が

る
柔
ら
か
い
内
視
鏡
が
必
要
で

す
。
新
病
院
に
移
転
し
た
暁
に
は

こ
ち
ら
も
導
入
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
自
然
排

Ｑ
治
療
法
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

尿
路
結
石
の
症
状

治 

療 

法

結
石
の
予
防

医療講演
＆懇談会

尿
路
結
石
の
治
療
法

尿
路
結
石
の
治
療
法

症
状
が
出
た
ら
早
め
に
受
診
を

 【5 月 11 日～ 10 月上旬】
訪問介護・介護施設で働くことを
目的に、介護全般の講義・演習・
実習が組まれています。

 ▪受講日：土曜日　９時～１７時前後

 ▪受講料：５２，０００円
 ▪定　員：３２名

※申し込みは４月８日から受け付けます。
※お問い合わせ
　　介護部・倉持（２２－２３００）まで

介護職員
初任者研修の開講

   テーマ
 禁煙について（仮）
 　日 時
 平成25年
　　5月11日（土）
　　15：00～
 　場 所
 老健施設 とね
 （組合員ホール）
 　講 師
 片品診療所
　 松井直樹 所長
 お問合せ
 医局事務課 水野


